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(1) 

平成3年度（3年4 月 

ソ フ ト 事 業 

役場職員によるボランティア活動の推進 

役場全職員（104 名）で 「金田町役場職員活性化推進委員会」 を構成し、各種「ボランティア活 

動」を行ないます。 

主な内容としては 

① ―ふれあい美化運動― 

毎月第一土曜日（雨天の場合は第三土曜日）の午後から、町職員が行政区にはいって、ふれあ 

い美化運動を行ないます。 1年間で全行政区（山・川などを含みます）をまわる予定です。 

'‘決定” 4 月6 日 東・西金田、高見区全域にて、 

第一回目の ふれあい美化運動を行ないます。 

② 一各種 「イベント」 ー 

文化祭・納涼祭・恵美須祭など 

なお、文化祭に産業（農業・商工業）を加えて 「文化産業祭」 に発展させたらどうか、との案 
も出ています。今後、役場や商工会の間で活発な話し合いが行なわれます。 

③ ーサケ・コイ・シジミの放流と花いっばい運動の推進― 

この運動をはじめて2 年が経過しました。少しづつですが、この運動が定着し、大人と大人、 

大人と子供達のふれあいと活動の輪が着実に広がっており、 「ふれあいによる人づくり」が進み 
はじめました。 

/ \ 

(2 )( 「新しいまちづくり」 のための各行政区懇談会とシンポジウムの開催） 
＼ ノ 

旧産炭地からの一日も早い「脱却」と「自立」 を目標として、現在本町では石炭六法なき後の 

「新しい人づくりまちづくり」を検討しています。そのーつとして、 4 月より10月にかけて、各行 

政区・行政区婦人会、さらに福祉関係者との「まちづくり懇談会」を開催し、町、業界、町民総ぐ 

るみの新しいまちづくりの方向をめざします。 

懇談会が終了した段階で「まちづくりシンポジウム」を行うことを計画しています。 

(3 )（広 報 の 充実） 
＼ ノ 

現代は「情報化の時代」といわれています。町が発行する広報は「開かれた町政、わかりやすい 

役場」 を進めるためにも大きな意味をもちます。町内で予定されている各種行事、町政の動き、町 

民からの声、外部からの情報などをいち早く町民の皆様にお知らせしなければなりません。 

したがって、今年度より毎月、月初めに広報を発行し、四季折々に季刊号を、臨時に2 回の計18 

回の発行を計画しています。 

(4 ) ／各種町内案内板の設か 
＼ ノ 

公共物がたくさん建っていますが、案内板の不足で町外の方から 「金田町に行ってもわかりにく 

い、不親切だ」と苦情がでています。これをなくすため、庁舎、金田駅などに町全体の案内板の設 

置をはじめ、各公共施設の位置がわかりやすい案内板を設けることを計画しています。 

(5)（社会教育活動の推進う 
＼ ノ 

。下田川老人大学の開校 

。各種 「趣味の教室」の開催（健康・コーラス・俳句・短歌・書道・陶芸・料理・歌謡等） 

。町民体育祭・町民綱引大会・ふれあい駅伝・インディアカ大会などの各種スポーツ活動の推進 

。文豪「森鵬外」の文学記念碑の建立 及びグランドゴルフの普及 

。「文化連盟発足」にむけた準備や 「町民大学の開校」にむけた協議が進められています。 

。「少年の主張大会」 「少年のバス」などの行事を行い子供達の健全育成のための諸行事を予定。 

、 
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（広さは約2t 000 坪） 金田公園建設事業 w 
平成元年度に着工した金田公園は3 年度に完成、平成4 年4 月に完全オープンの予定です。 

（チビッコ広場、ゲートボールコート、テニスコート、多目的広場、洋式庭園、遊歩道やサクラを 

中心とした植栽） 

さらに、平成4 ・ 5 年度にかけて、より質度の高い施設を完備し、田川市郡のすべてが見える 

「県下一の眺望」 といわれる金田公園が完成されます。 
こ 

福祉センターの建設 ② 
ノ 

、 一参年の希望でありまレたネ，祉行政の「顔」となります福祉センターの建設を予定しています。建 

ノ 設予定地については、現在調査中です。 

福祉センターが建設されれば、その運営は金田町社会福祉協議会があたります。 こ 
（規模 32m×37m 360 坪） 勤労者体育館の建設 国 

金田町体育協会の発足以降、最近、スポーツ人口が急増しています。町としては町民の熱い要望 

にこたえるため勤労者体育館の建設に着工（平成3年3月）致しました。完成は平成3年9 月末を 

予定しています。また、町民球場を夜間、使用する際の 「ナイター設備」 を検討しています。 

駅裏歩道橋の建設 ④ 

神崎方面から平成筑豊鉄道金田駅を利用される方々から「ぐるっと回らなければ駅に行けない、 

不便です」 と苦情がでています。町は町民の要望にこたえるため、平成鉄道本社と協議を重ね、駅 

裏（町民会館側）から直接1番ホーム、 2 番ホームに行けるよう「歩道橋」 の建設を計画していま 

す。 

土木・鉱害復旧・失対諸事業の推進 国
 

石炭六法の期限切れまであとわずかです。マスコミ報道では 「最後の10年延長になるのではない 

か」といわれていますが、私達旧産炭地域住民にとって法律の内容はより一段と厳しくなることが 

充分予想されます。 

従って本町としては、鉱害復旧事業、失対諸事業、地域改善施設整備事業により道路の新設・改 

良、舗装工事、ボタ山災害防止、分譲団地工事などの推進に全力をあげます。 

“健康全開’' 

（温水プールにて） 

〔ふれあい青空

市場開設の検討が進められています） 

今、 「食文化の時代」 といわれています。その条件として、本物志向からくる 「安くて、新鮮で、 

安全」 な物でなくてはなりません。 

担当課である産業労働課では、今後農業関係者、農協、県農業改良普及所などと協議を重ねて 

「ふれあい青空広場」 を開設に向けて検討していきます。 
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学 級 生 募 集 

記事の中で ①は開催日 ②は時間 ③は場所 ④は講師 ⑤は会費 

⑥は代表者名を示します。お問い合わせは教育委員会社会教育課まで。 
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収集日は、間違えないように 

そして、前日に出さずに指定日 

に出しましょう。 
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